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農薬の使用前には、必ずラベル等で 

登録内容の確認をお願いいたします！ 

８月２５日、京都府病害虫防除所よ

り「病害虫発生予察注意報」が発表さ

れました。京都府の８月中旬の巡回調

査によると、葉いもちの発生は平年比

多く、穂いもちの発生は平年比やや多

いとのことです。 

管内においても、いもち病が散見さ

れています。適期に防除して病気が広

がるのを抑え、収量確保を目指しまし

ょう。 

ヒノヒカリ、祝などの発病しやすい

品種や、すでに葉いもちが多発してい

る圃場は、特に注意して薬剤防除を行

ってください！ 

とにかく、いもち病！ ウンカやカメムシ防除も一緒に！ 

京都府病害虫防除所による８月の発生予報では、

カメムシ類⇒「やや多」と発表されています。ま

た、ＪＡ管内の西南部地域を中心に発生している

ミナミアオカメムシも生育地域を拡大し続けてお

ります。出穂後、必ず防除を行ってください。 

散布適期は、出穂７日～１０日後です。出穂とは、

圃場全体の４０～５０％程度出穂した状態のことを

いいます。水深を３cm 程度にすることが大切です。 

葉いもち 穂首いもち 

いもち病が圃場全体に広がった様子 



 


